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会員の皆様には、日頃よりPTA活動への御理解と御協力を賜り、心から感謝申し上げます。早いもので、私の

1、任期も残り僅かとなりました。これまで、数々の行事に参加いただき、ありがとう御座いました。特に、昨年の都

†豊吉十パ黒∵鵠浩宮黒∴－㍊㍊亮．・嵩㌍圭立言：圭
／サ　お褒めの言葉を数多く頂きました。これも偏に皆様のお陰と感謝しておりまれ

ところで本年は、宮崎に於いて九州地区高等学校PTA連合会大会が開かれる大事な年となります。宮崎県高

人心緬詰黒浩＼誉甘黒一県器黒甘言㍑嵩㌍黒嵩、器舘岩．
ら準備に入っております。会員の皆様には、例年以上に御協力をいただく事になると思いますが宜しくお願いします。

さて、3年生の保護者の皆様に於かれましては、本当にご苦労さまでした。あっという間の3年間ではなかったでしょうか？時間

軸で考えれば決して短い時間ではありませんが、日々が目まぐるしく過ぎ気がつけば3年生、そして卒業を迎える時期となり、私自
身3年生の子を持つ親として、あらためて時の流れの速さを実感しています。子供たちも同じように感じているのではないでしょう
か？この3年間で子供たちは大きく成長したと思います。自立し、蓮しく社会の荒波を乗越えてくれるものと信じております。

2年生、1年生の保護者の皆様に於かれましては、それぞれの御家庭でこれまで以上にコミュニケーションを図り子供たちが、

悔いのない高校生活がおくれます様、御指導の程お願い致します。
最後になりますが、これまで大変お世話になり本当にありがとう御座いました。会員の皆様には今後も御協力頂く事が多々ある
と思いますが、より以上の御理解と御協力、御支援を最後まで宜しくお願いします。

PTA会長

「勉強しろ」という前に、まず親が勉強！！

宮崎県高P連秋季大会が小林市で開催され参加しました。家庭・学校・地域の杵を深め生きる
よろこび、生かされることへの感謝を胸に、子ども達の健やかな成長のための活動を展開しよう。
を大会テーマとして開催されました。
初日の全体会で、林和豊氏に「思春期の子に生きる力。社会での自立を促す関わり方。」につ
いて講演をいただきました。

また、県西地区4校の進路指導の現状と課題の報告を受け、各学校の今後の取組みなど、参
加者との意見交換を行いました。
2日目の分科会では、熊本県立大学の石橋教授の「人を育てる」の講演で、子どもは地域で育
てることが大事で、進路は子ども自身が学びたい大学へ行くことが大切との話をお聞きし、我子
の進路にヒントになる内容ばかりでした。

PTA副会長

山下信雄

子育ての主人公は親であること。子の人格を尊重し話し相手になろう。生活のマンネリ化を確F
認しよう。自分の好みを押しつけない、等々‥‥‥

子どもを取り巻く大人はどうあるべきか、私自身の学びの時間でもあり、両日共に実りある講演
会でした。

PTA副会長

平成24年度県高P連都北地区秋季研修会・母親研修会に参加して　奥津陽子

都北地区秋季大会が11月24日、三股文化会館で
行われました。講師に南九州大学の黒木哲徳先生
をお招きして、教育の在り方について、お話していた
だきました。地域との連携を取りながら教育してい

くお話でした。そして、講話の後に、サルサダンスと
EJQのジャズバンドを聴き、とても有意義な時間を
過ごす事ができました。たくさんの方に参加してい
ただき、ありがとうございました。

PTAバザー収益金

89．960岡
毎年、バザーにご協力頂きありがとうございま■れ
今年度は平日の実施となり売れ行きを案じていま
したが、値段を安めに設定していましたので例年
通り大盛況でした。

収益金は生徒の役立つ物に活用しますも
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第57回定期演奏会
顧問有馬秀彦・副顧問小久保慎一郎

部長小野晃照
トロンボーン

有馬　遼
ペーストロンボーン
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峯感′才　一　芳

伝統の都工体操
昭和40年に体育科に赴任された中
日体大の体操をベースに、1番から3
で47年続く伝統の体操です。

エイワ一・エイワ一一
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武春海先生（男性）が、翌年（41年）に
番までを作り上げられました。今年

機械科 情報制御汎科　　電気科 建設システム科　　化学工業科　　インテリア科
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部活動が盛んで、学業にも一生懸命なところだと思います。工業

高校ならではのことも体験できるし、それぞれの学科で取得できる

資格も多いことだと思います。

全校生徒をまとめられるようにがんばりたいと思います。学校行

事などでは、全校生徒みんなで力を合わせ、盛り上げていけるよう

に努力します。

これまで私たちを引っ張ってくださってありがとうございまし

た。私たちも、先輩方のようにがんばっていきたいと思います。

週＝息； 型幽

まず、あいさつがしっかりとできて、学校の雰囲気がとても明る

いことです。また、みんなが資格取得に積極的に取り組んでおり、

ジュニアマイスターポイントも全国上位であることです。それが、

就職率100％につながっていると思います。このように、自分たち

の目標を達成できる態勢がしっかりととられていることが、大きな

魅力だと思います。

自分たちの力で何かをやりたいと思ったとき、他から信頼される

ことが土台になるということを学びました。そのためには、日頃か

らやるべきことをきちんとこなしていくことが大事だと思いました。

先生方には今までたいへんお世話になり、ありがとうございまし

た。後輩たちをよろしくお願いいたします。

後輩のみなさん、先生方からの信頼を得られるようにがんばって

ください。そして、授業・部活動・資格取得に熱心に取り組んで、

自分の進路実現に活かしてください。

4月　8日（月） �始業式 

4月10日（水） �入学式 

4月21日（日） �PTA総会 

6月21日（全） �九州地区高P連宮崎大会（動員予定） 

携帯サイトあるいはホームページでも確認できます。（随時更新）

⑳⑳⑳
まず、本誌発行にあたりこ協力いただきました皆様方に、心
より感謝申し上げます。

この号を手にしている3年生236名は卒業。それぞれの世界

へ旅立っていきます。新たな出会いを楽しみ、ご活躍されるこ

とでしょう。これからの未来を創る都工生達に、広報委員一同

心より工一ルを送ります。
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掃鳩工業高嶺携帯サイト 

。。L感p 
http：／／www．miyazaki－C．ed．jp／ miyakonojo－th／keitaiindex．html 
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